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「鉄と鋼」は，日本鉄鋼協会が設立された1915年2月の翌
月に創刊され，2025年に創刊110周年を迎えました。鉄鋼
の学術・技術研究の持続的な発展には研究を通して次世代
を担う人材の育成が不可欠です。昨今，和文誌離れが懸念
されるところではありますが，若手研究者が研究成果を発
表して研鑽する場として「鉄と鋼」はこれからも重要な役
割を担っていく必要があります。そこで日本鉄鋼協会創立
110周年記念事業の一環として，若手研究者を対象とした
記念特集号「若手研究者の鉄鋼研究への挑戦」を発刊する
こととしました。また，若手研究者が筆頭著者の論文を継
続的に表彰する「論文奨励賞」も新設し，第1回目の表彰が
2025年3月に行われました。
ここ10年の論文誌の変遷を振り返りますと，クリエイ

ティブ・コモンズ・ライセンス（CCライセンス）を付与す
ることで2020年10月に「鉄と鋼」は「ISIJ International」と
もにオープンアクセス誌となりました。2020年には ITA
（Instructions to Authors）を国際標準化し，ISIJ Internationalは

2021年4月，鉄と鋼は翌年5月に，国際的に認知されたオー
プンアクセス誌のデータベースであるDOAJ（the Directory 
of Open Access Journals）にそれぞれ収載され，オープンアク
セス誌としての整備がほぼ完了しました。前10±1カ年に
わたって，学術上，技術上最も有益で影響力のある論文を表
彰する卓越論文賞も2019年に新設しました。この一連の作
業は，直近の企画チームをはじめとしたチーム /ワーキング
グループ（WG）により行いました。ジャーナルインパクト
ファクター向上は論文誌の価値を上げる一つの方向性です
が，本会論文誌に，より適した雑誌評価指標の検討も進めて
います。また最近では，プレプリントサーバ（JSTの運営す
るプレプリントサーバ，Jxivなど）で公表された原稿やAIで
作成された原稿の取り扱いも投稿規定に追記しました。言
語翻訳ソフトやSNSの進歩も著しく，近い将来，論文誌や論
文のあり方も大きく変わってくるのではないかと思います。
論文誌編集委員会としては，論文誌を取り巻く環境の急速

な変化に柔軟かつ臨機応変に対応しながら論文誌の質とプレ
ゼンスをさらに向上するように活動を続けてゆく所存です。
さて，ここ10年の「鉄と鋼」の論文掲載数は，特集号が

重なる時期によって差があるものの年間100報前後で，将
来的な投稿数の減少への懸念があります。そこで「鉄と鋼」
の活性化を目的に，「鉄と鋼」特集号企画WGが2017年度
に立ち上がりました。本WGでは，「鉄と鋼」のあり方を議
論するとともに，研究会等による特集号企画のフォローや
独自の特集号企画，依頼レビュー企画などを立案，実行し
ております。若手研究者の育成に「鉄と鋼」が具体的にど
のように貢献できるのかを考えるのも重要な課題の一つで
す。若手研究者が成果の一部を速やかに公表できることを
念頭に置いて速報論文を2022年に設置しました。そして論
文奨励賞の設置と本記念特集号の企画も本WGで行いまし
た。ここで，様々な場において，産学，上下工程からの鉄鋼
研究者・技術者が一堂に会せるのが本会論文誌の強みであ
ることも強調させて下さい。今回の記念特集号では2027年
4月1日時点で満36歳未満の若手研究者が論文の筆頭著者
であることを条件として原稿を募集して，12件の論文を掲
載することとなりました。
著者各位のご尽力と編集委員，査読者およびその他の多

くの関係者各位のご協力に対してこの場を借りて深くお礼
申し上げます。本記念特集号が鉄鋼の学術・技術研究のよ
り一層の発展の一助になることを祈念し，巻頭言の挨拶と
させて頂きます。
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